平成２７年度　第２０回人事委員会　会議結果
	１　開催日時


　　平成２８年２月８日（月）午前１０時～１０時２０分
	２　開催場所


　　　人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階）
	３　出席者


【人事委員】　　　委 員 長    曽　我　紀　厚

　　　　　　　　　　委　　員　　中　原　　　都

　　　　　　　　　　委　　員　　上　田　博　久

【事務局職員】　　事務局長　　三王寺　由　道　　次長兼任用課長　　谷　口　正　博

　　　　　　　　　　給与課長　　吉　野　一　朗　　係　    　  長　　富　山　哲　明　　

　　　　　　　　　　係　　長　　向　井　京　子　　係　　　　　長　　河　村　　　淳

　　　　　　　　　　係　　長　　古　川　真　史

【傍聴者】　　　　なし
	４　議　題


議案第１号　平成28年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（１回目））の実施について

議案第２号　人事委員会規則の一部改正（初任給調整手当の支給に関する規則関係）
	５　議事の公開・非公開


議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、公開とすることについて全員の合意を得た。

	６　議　事


　
１　議案第１号

平成28年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（１回目））の実施について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。
【説　明】
平成29年４月１日採用予定の標記の採用試験を以下のとおり実施しようとするもの。

（１）概　要

①試験区分・採用予定者数
	試験区分
	採用予定者数

	警察官（男性）
	25名程度

	警察官（女性）
	３名程度

	警察官（男性）

〈武道〉
	柔道
	２名程度

	
	剣道
	２名程度

	警察官〈サイバー犯罪捜査官〉
	１名程度


②受験資格

ア　年齢及び学歴要件

　昭和58年４月２日以降（警察官〈サイバー犯罪捜査官〉は昭和53年４月２日以降）に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業した人又は平成29年３月31日までに卒業する見込みの人（人事委員会が同等の資格があると認める人を含む。）

イ　国籍要件

日本国籍を有していること

ウ　その他の要件

（ア）警察官（男性）〈武道〉を受験する人にあっては、次のいずれかに該当する人

ａ　柔道については、公益財団法人講道館が認定する柔道３段以上の段位を有すること

ｂ　剣道については、一般財団法人全日本剣道連盟が認定する剣道３段以上の段位を有すること

（イ）警察官〈サイバー犯罪捜査官〉を受験する人にあっては、情報処理の促進に関する法律第７条第１項に規定する情報処理技術者試験に合格していること（基本情報技術者試験、ＩＴパスポート試験及び初級システムアドミニストレータ試験を除く。）

③試験日程

	受　付　期　間
	４月１日（金）～４月18日（月）（消印有効）

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受付：４月１日（金）午前０時～４月13日（水）午後12時）

	第１次試験
	試験日
	５月８日（日）

	
	試験会場
	鳥取会場：鳥取大学共通教育棟

米子会場：西部総合事務所

	
	試験種目
	教養試験、適性検査

	
	合格者発表日
	５月19日（木）（予定）

	第２次試験
	試験日
	７月４日（月）～７月６日（水）（予定)

	
	試験会場
	鳥取県警察本部庁舎、鳥取県庁第二庁舎、鳥取県警察学校

	
	試験種目
	人物試験（集団討論及び個別面接）、論文試験、適性検査、身体検査、体力検査、実技（武道受験者のみ）、専門試験（サイバー犯罪捜査官受験者のみ）

	
	採用候補者発表日
	８月２日（火）（予定）


　※　第２次試験は、警察本部に委任して実施。

（注）　第１次試験で実施する適性検査の評価は第２次試験で行う。（第１次試験合格者のみ判定する。）

（２）広　報

　　平成28年２月12日付けの鳥取県公報に登載し、別途受験案内を作成する。
【質　疑】

委　員
警察官は採りたい人数が採れるかどうか難しい。

そうかといって誰でもよいわけではない。特に男性の方が筆記試験の点数がよくない。

委　員

平成27年度の場合、女性警察官の採用予定者数が当初の３名から最終的に７名に増えているが、毎年このような状況か。

事務局
鳥取県警だけではなく警察全体として、定員に占める女性警察官の割合を全国平均で10％まで増やそうとしている。

鳥取県警は現在約７％で10％に届いていないため、良い人がいれば採っていきたいという面が警察の場合はあると思う。

事務局

女性警察官は採用辞退が多いので、多めに合格を出しているということもある。

事務局

少しでも不安がある者はなるべく避けたいということもあるようだ。

委　員

合格を出しておいて採用しないということではないのか。

事務局

そうではなく、人数が足らなくても仕方がないという考えで合格を出しているようだ。

委　員

問題を起こす警察官が多い県では、レベルより人数で採ってしまう傾向があるのだろうか。

事務局

人数を多く採らざるを得ないこともあると思う。

委　員

平成28年度は伊勢志摩サミットのために２次試験を通常の６月から７月に延ばしたということだが、それでは平成29年度はまた元に戻るということだな。

事務局

そのとおり。平成29年度は元に戻って６月になる見込み。

委　員

この警察官の試験は、人事委員会というより警察の方が力を入れて実施する試験ということだな。

事務局

そのとおり。
２　議案第２号

　　人事委員会規則（初任給調整手当の支給に関する規則関係）の一部改正について事務局が説明し、原案のとおり決定した。
【説　明】

以下のとおり人事委員会規則を一部改正する。
（１）規則の名称

　初任給調整手当の支給に関する規則（昭和37年鳥取県人事委員会規則第10号）　 
（２）改正理由

　昨年11月議会において、職員の給与に関する条例が一部改正され、医師等に対する初任給調整手当の支給月額の限度額が引上げられたことを踏まえ、支給月額の改正を行う。

（３）概要

　 次の職員に支給する手当の月額について、国に準じて改定する。

　①医療職給料表（１）の適用を受ける医師及び歯科医師

　②医療職給料表（１）以外の給料表の適用を受ける医師及び歯科医師

（４）施行期日

　公布日とする。（適用日は、平成28年１月１日）
	７　次回人事委員会の開催


　　平成28年２月16日（火）午前10時から開催することとした。
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